晚飯を 食 ふ うちに 用事 は翌 日 に 延ば さう とい ふこと に 

なり、 つい ふらく と 酔 ふうちに、 大事の 金 を 紛失し 

てし まった ので ある。 たしかに 何処 何処の カフェ ー で 

落した から 念の為に 訊いて 見て呉れと いふので、 私が 

行 つて 見る と 田舎 臭 い 白粉 を， 1 ^ て/ \ と 塗 つた 四 五 人 

の 女が、 ゲラ くと 笑って、 

「まあ、 落したん です つて …… あんまり 気前 好く 振リ 

撒いた ので 気 まりが 悪 いんで せう ご 

と、 その 時の 岩 城の 容子を 話した。 如何にも 彼の や 

りさう もない 振舞 ひなの だが、 私 は あきれて 赤くな つ 

て 引き返し、 岩 城と いふと 何処でも 相手に しないので、 



の 村まで は 電車から 降りて 山径が 三 里 あまりだった。 

彼 は 真冬で も 外套 も 着ず ゲ— トル を 巻いて、 何の 用が 

あるか 知らなかった が 三日に あげず 町 へ 用達に 来た。 

私 は 彼が 甲斐々々 しく 引き あげて 行った 容子を 快く 

思 ひ 出しながら 読書に 耽り、 もう 十一 一時 も 過ぎた から、 

そろ- (^寝ようと して ゐ ると、 

「お父さんが 酔っ払って、 始末が つかない から 直ぐ 迎 

へに 来て 呉れ ご 



に 凭り 掛 つて、 見る も 淫らが ましい 姿だった。 そして 

私の 姿 を 見る がいな や、 

「おい、 何 をぐ ずくし てんだい、 けしからん ぢ やな 

いか …… ァハハ …… 、 まあ、 そんなに 恐縮 せんと 宜し 

い、 一杯 ゆかう ご 

お. P こ 

と盃を つき出した。 大方、 父子と でも 云 はなければ 

恰好の 付き 憎い 女の手 前で もあった の だら うと 私は漸 

く 気 を 利かせて 盃を享 けたが、 彼の 酩酊の 姿が、 あま 

リ にも 淫らが ましく 正視に 堪 へられなかった。 

彼 は 間もなく まったく 正体 を 失って、 女の 膝に 眠ら 

うとした。 



「い、 え、 もう 御 承知の 上なら お泊め 申す の は、 ちつ 

とも 差 支へ な いんで …… 」 

私 は、 た y の カフェ— かとば かり 思って ゐた ところ 

さう いふ 兼業 もして ゐる のかと いさ、 か 苦笑 を 覚えた 

りした。 

氺 

私 は 自分の 部屋に 戻っても、 何故か 容易に 寝つ かれ 

なかった。 十 時 頃と 約して 来たので、 いっそ このま、 

起き 通して、 凡そ 源 造が 出立した 頃に でもな つて 勘定 



つた。 

「あ、、 さう だった のか —— J 

と 私 は 思 はず 眩いた。 私 は、 また 彼の 妻が 彼の 放蕩 

に 愛想 を尽 して 東京の 娘の 許へ 身 を 寄せて ゐた のか I 

I とい ふこと を 忘れて ゐ たので、 さう 気づく と 同時に- 

凡 口に は 出せぬ 類 ひの、 平凡な 肯定に うな づ いたの 

である。 彼の 細君 は、 二十 幾つ も 齢の 違 ふ 律 気な 人物 

わ. つ ら 

だった が、 兼々 秘かな 病気 を 病 つて 居り、 当時 は 娘の 

家から 病院 通 ひに 募して ゐ ると いふ ことであった。 源 

造 は 世に も不 しだら な 放蕩 者で は あるが、 その 為替の 

受取 書で 見る と 一 通り は 忠実な 亭主であった。 
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